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マ
マ
の
ご
は
ん
は

　
も
っ
と
お
い
し
い
け
ど
ね
。

防
災
食
っ
て
お
い
し
い
よ
！

こひつじランド「事故予防学習会」より



第20回発明発見創意くふう展
第19回未来の科学の夢絵画展

第20回発明発見創意くふう展
第19回未来の科学の夢絵画展

　第19回未来の科学の夢絵画展と第20回発明発見創意くふう展が開催され、９月７日（土）と８
日（日）の両日、生涯学習センター（谷口）で応募作品が展示されました。
　今年は、くふう展に３８８点、絵画展に２８点の応募があり、その中からそれぞれの入賞作品が
決まりました。両展の最優秀賞「前芝賞」は、清川出身の発明家、故前芝宗三郎さんにちなんだ
ものです。入賞者と作品を紹介します。【敬称略】

入賞
作品

絵
画
展
・
前
芝
賞

「
み
な
♥
来
る
♥
愛
♥
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

樫
本
あ
る
む（
高
城
中
２
年
）

町長賞「ツリーハウスの町」
糸川萌 （々上南部小２年）

議
会
議
長
賞

「
雷
か
ら
生
命
を
も
守
る
ド
ー
ム
」

鎌
塚
果
歩（
上
南
部
小
５
年
）

教
育
委
員
長
賞

「
星
空
が
わ
か
る
め
が
ね
」

長
坂
彩
音（
岩
代
小
４
年
）

教
育
長
賞

「
町
を
涼
し
く
す
る
室
外
機

  

ク
ー
ラ
ー
と
ク
ー
ラ
ー
カ
ー
」

山
本
晃
生（
岩
代
小
６
年
）

商
工
会
長
賞

「
つ
な
み
カ
プ
セ
ル
」

中
本
翔
瑛（
岩
代
小
２
年
）
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く
ふ
う
展
・
前
芝
賞

「
空
き
缶
ギ
タ
リ
ス
ト
」

土
井
亜
沙
人（
高
城
中
２
年
）

町長賞「千里の海がめ」
岩本雅希（南部小３年）

議会議長賞「関ヶ原合戦模型」
中川太陽（南部小６年）

教育委員長賞
「ロボきょうりゅう」
西隆弥（高城小５年）

教育長賞
「日本地図 楽しくおぼえマップ」

南一希（岩代小４年）

商工会長賞
「切り絵カレンダー」
辻陸人（南部小６年）

奨励賞「かれんだあ」
渡邊奏和（南部小１年）

奨励賞「深海生物」
湯川敬太（南部小６年）

デザイン賞「絵本」
土井円来・藤井優香（上南部中２年）

アイデア賞「山で見つけたワニ」
永井歩（高城小５年）

くふう賞「ふしぎくるくるまわるむしたち」
山下陽生（南部小１年）

くふう賞「うめの木の一生」
大川菜々未（南部小２年）

デ
ザ
イ
ン
賞
「
カ
ー
ビ
ィ
ー
号
」

榎
本
寛
大（
南
部
小
３
年
）努

力
賞
「
竹
ひ
ご
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

木
下
裕
介（
上
南
部
小
６
年
）

努
力
賞
「
ダ
ン
ゴ
ム
シ
に
は
目
が
あ
る
か
？
」

小
林
幹（
南
部
小
６
年
）

ア
イ
デ
ア
賞「
た
ま
ご
の
殻
カ
ラ
♪
合
唱
団
」

永
井
千
景（
高
城
小
３
年
）
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展示された防災用品等

心肺蘇生法などを学習

２Ｌのペットボトル
２つが運べます

子
ど
も
に
は
大
人
が
気
づ
か
な
い
危
険
が
い
っ
ぱ
い

こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
ド
育
児
講
座「
事
故
予
防
学
習
会
」

子
ど
も
に
は
大
人
が
気
づ
か
な
い
危
険
が
い
っ
ぱ
い

こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
ド
育
児
講
座「
事
故
予
防
学
習
会
」

子
ど
も
に
は
大
人
が
気
づ
か
な
い
危
険
が
い
っ
ぱ
い

こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
ド
育
児
講
座「
事
故
予
防
学
習
会
」

誤
飲
事
故
が
お
き
た
ら

正
し
い
１
１
９
番
通
報

知
っ
て
お
く
と
便
利
な
知
識

大
切
な
事
は
事
故
の
防
止

　

９
月
４
日
、こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
ド

（
み
な
べ
町
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
）主
催
の
育
児
講
座「
事

故
予
防
学
習
会
」が
開
か
れ
ま

し
た
。田
辺
保
健
所
職
員
か
ら

日
常
生
活
で
の
注
意
、日
高
広
域

消
防
事
務
組
合
職
員
か
ら
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順

な
ど
を
、ま
た
非
常
用
持
ち
出

し
品
や
非
常
食
な
ど
の
展
示
を

見
な
が
ら
、こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
ド
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
、災
害
時
に

役
立
つ
知
識
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
　

　

０
歳
〜
３
歳
児
の
子
ど
も
の

事
故
の
７
割
か
ら
８
割
が
誤
飲

な
ど
に
よ
る
窒
息
で
、中
で
も
一

番
多
い
の
が
タ
バ
コ
の
誤
飲
で
す
。

　

子
ど
も
が「
は
い
は
い
」や「
伝

い
歩
き
」を
す
る
よ
う
に
な
る

と
、手
に
触
れ
た
も
の
を
何
で
も

口
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、大
人
が
使
う
も
の
に
興
味

を
も
っ
た
り
、真
似
を
し
た
り
し

ま
す
。

　

家
庭
内
に
は
子
ど
も
に
有
害

な
タ
バ
コ
や
化
粧
品・洗
剤・医
薬

品
な
ど
の
化
学
物
質
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
の
視

野
は
大
人
に
比
べ
て
大
変
狭
く
、

そ
の
分
危
険
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

大
人
に
は
見
え
て
い
て
も
子
ど

も
に
は
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ち
ょっ
と
し

た
工
夫
や
気
遣
い
で
、事
故
は
大

き
く
減
ら
せ
ま
す
。

●
意
識
が
な
い
、け
い
れ
ん
を
起

こ
し
て
い
る
な
ど
、既
に
重
い
症

状
が
あ
る
時
は
、直
ち
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

●
意
識
が
あ
り
、呼
吸・脈
拍
に

異
常
が
な
い
場
合
は
、「
何
を
、ど

の
位
の
量
」
誤
飲
し
、誤
飲
後

「
ど
の
位
の
時
間
」が
経
っ
て
い
る

か
を
確
認
し
、症
状
が
あ
る
時

は
、す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
で
無
理
に
吐
か
せ
る
と
、

吐
い
た
も
の
が
気
管
に
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。

●
一
般
的
に
水
・
牛
乳
を
飲
ま
せ

る
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

飲
み
込
ん
だ
も
の
に
よ
っ
て
は
水

や
牛
乳
を
飲
ま
せ
て
は
い
け
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

下
さ
い
。

●
１
１
９
番
通
報
手
順

　

受
話
器
を
上
げ
、局
番
な
し
で

「
１
１
９
」を
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
。

　

通
報
す
る
と
受
付
員
が
必
要

な
こ
と
を
順
に
尋
ね
て
く
れ
ま

す
の
で
、そ
れ
に
応
じ
る
形
で
、落

ち
着
い
て
は
っ
き
り
答
え
ま
し
ょ

う
。

●
場
所
を
伝
え
る
際
は
、住
所

（
番
地
ま
で
）

　

目
標
の
み
で
は
場
所
の
特
定
が

困
難
で
す
の
で
、住
所（
番
地
ま

で
）伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、目
標
を
伝
え
る
時
は
、

大
き
な
建
物
、多
く
の
人
が
利
用

す
る
場
所
、公
共
の
建
物
な
ど
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
携
帯
電
話
よ
り
も
自
宅
の
電

話
で

　

携
帯
電
話
か
ら
も
通
報
で
き

ま
す
が
、携
帯
電
話
は
場
所
が
特

定
し
に
く
い
場
合
が
あ
り
、場
所

に
よ
っ
て
は
管
轄
外
の
消
防
本
部

に
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ

の
場
合
、場
所
を
伝
え
れ
ば
該
当

す
る
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
ま

す
の
で
、そ
の
ま
ま
切
ら
ず
に
待
っ

て
く
だ
さ
い
。

 

●
５
０
０
㎖
の
ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
を
２
個
貼
って
タ
オ

ル
で
く
る
ん
で
お
く
と
、１
時
間

半
位
で
中
の
水
が
50
度
位
に
な

り
ま
す
。非
常
時
の
ミ
ル
ク
づ
く

り
に
使
え
ま
す
。温
め
た
お
湯
を

保
存
し
て
お
く
の
に
、保
温
の
で

き
る
水
筒
な
ど
を
用
意
し
て
お

く
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

●
レ
ジ
袋
な
ど
を
２
つ
用
意
し
、

片
方
の
２
つ
の
持
ち
手
の
穴
に
も

う
片
方
の
持
ち
手
を
く
ぐ
ら
せ

て
つ
な
ぎ
、水
を
入
れ
た
ペッ
ト
ボ

ト
ル
を
入
れ
て
肩
に
か
け
て
運
ぶ

と
、子
ど
も
を
連
れ
た
時
で
も
、

案
外
楽
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。肩
に
か
け
る
部
分
を
布
で

巻
く
と
滑
り
に
く
く
、肩
も
保

護
さ
れ
ま
す
。

●
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
を
数
枚
用
意

し
て
お
く
と
、顔
や
体
な
ど
を
拭

く
の
に
使
用
で
き
、使
っ
た
後
洗
っ

て
も
乾
き
が
早
く
、役
立
ち
ま

す
。

●
普
段
の
外
出
時
か
ら
、体
温

計
や
絆
創
膏
、カ
ー
ゼ
、防
寒

シ
ー
ト
な
ど
を
ま
と
め
た
救
急

袋
を
持
っ
て
お
く
と
、い
ざ
と
い

う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

※

こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
ド
は
愛
之
園
保

育
園（
埴
田
）内
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
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謝辞を述べる中村会長

今年もたくさんの方が
参加してくれました

長
き
に
わ
た
っ
て
町
を
育
て
て
い
た
だ
い
た

大
き
な
功
績
に
、感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

「
元
気！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催

「
元
気！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催

「
元
気！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ
ど
い
」を
開
催

熱のこもった
舞踊や歌に
大きな拍手が
送られました

天
気
よ
う
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
。

　
「
元
気
！
ふ
れ
あ
い
長
寿
の
つ

ど
い
」が
、９
月
５
日
、６
日
の
両

日
、紀
州
み
な
べ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、今
年
も
み
な
さ
ん

お
元
気
な
お
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
つ
ど
い
に
は
、町
内
の
75
歳
以

上
の
対
象
者
２
３
０
８
人
の
う
ち

６
７
２
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
初
め
て
ご
招
待
し

た
方
は
１
６
７
名
で
し
た
。

　

参
加
者
の
中
で
最
高
齢
の
方

は
、５
日
は
94
歳
の
岡
本
實
夫
さ

ん（
東
吉
田
）、６
日
は
93
歳
の
小

林
君
子
さ
ん（
片
町
）と
片
山
邦

勝
さ
ん（
晩
稲
）の
お
二
人
で
し

た
。

　

式
典
で
は
、町
長
や
議
会
議
長

か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
長
年
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
功
績
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
な
ど
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、参
加

者
を
代
表
し
て
、中
村
武
町
長

寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
長（
西
本
庄
）

か
ら
お
礼
の
言
葉
と
と
も
に
、

「
と
き
め
き
や
情
熱
の
輝
き
、ひ

ら
め
き
を
意
識
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

前
日
ま
で
台
風
の
影
響
に
よ

る
警
報
や
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、

強
い
雨
も
降
っ
て
、開
催
で
き
る

か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、当
日
は

２
日
間
と
も
い
い
天
気
で
、参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
も「
昨
日
み
た
い

な
雨
だ
っ
た
ら
よ
う
来
な
ん
だ

よ
。楽
し
み
に
し
て
た
か
ら
晴
れ

て
よ
か
っ
た
よ
。」と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、近
所
の
方
や
久
し

ぶ
り
に
出
会
っ
た
友
達
と
一
緒
に

昼
食
を
と
り
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り

と
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
、お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
と
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。ま
た

舞
台
上
で
は
、晴
れ
や
か
な
着
物

に
身
を
包
ん
だ
紀
州
千
両
に
よ

る
舞
踊
シ
ョ
ー
や
古
都
清
乃
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
、古
都

清
乃
さ
ん
の
大
ヒ
ッ
ト
曲「
和
歌

山
ブ
ル
ー
ス
」が
歌
わ
れ
る
と
み

な
さ
ん
懐
か
し
そ
う
に
聞
き
惚

れ
て
い
ま
し
た
。
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　８月10日、日本武道館（東京都）で全日本少年少女武道（少林寺拳法）錬成大
会が開催され、全国の小中学生約１７００人が出場するなか、組演武で７組、団体
演武で１組が入賞しました。
　入賞した８組のうち４組は、コート最高得点を獲得し、それぞれのコートで優秀
演武を披露。さらに団体演武は最優秀演武として、会場全体に優秀演武を披露
しました。
　【組演武】●小学生有段＝畑垣聖・南部慶道、中川弘陸・花光大生●小学生
１級＝阪口稜真・湯川善徳（コート最高）●小学生５級＝小西杏奈・畑野結月
（コート最高）、藤原匠・山下大和●小学生６級＝小田愛里・泰地音羽（コート最
高）●小学生見習い～７
級＝坂本龍成・民野裕大
【団体演武】●小学生３～
１級＝佐野将大・西田翔
映・坂本夏美・前田明日
香・前田知範・南部琴子・
大山葵・坂本一樹　（コー
ト最高）

★南部スポーツ少年団のみなさんが大活躍★
全日本少年少女武道（少林寺拳法）錬成大会

第７回全国中学生少林寺拳法大会

NEWS

　８月17日・18日に丸亀市民体育館（香川県）で、第7回全国中学
生少林寺拳法大会が開かれました。全国から３８５校、８１０名が出
場した大会では、南部スポ少から出場した全員が決勝に進出し、
男子団体演武と男子組演武の小西・宮本組が４位入賞を果たし
ました。
【男子】●組演武４位＝小西悠介・宮本大暉●単独演武７位＝沖
見史哉、14位＝上野恵吾●団体演武４位＝小西悠介・沖見史哉・
児玉悠・上野恵吾・宮本大暉・出口皓喜
【女子】単独演武15位＝森星奈

使用することが無い事を祈って
ライフジャケットを着用しての避難訓練

　愛之園保育園では、８月の避難訓練で服の上からライフジャ
ケットを着用し、水に浮かぶ練習をしました。子どもたちは最初なか
なかうまく浮かぶことができず、ひっくり返ったりして苦戦していまし
たが、慣れてくるに連れて水にも馴染み上手に浮かぶことができる
ようになりました。海や川で遊ぶときも水の事故に備えて、いざとい
う時ライフジャケットが使えると安心ですね。
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「長寿の秘訣は何ですか？」９５歳以上の高齢者の方を訪問

　９月１１日、９５歳以上の方のお宅や入所施設などを町長と職員が訪問させていただき、長寿をお祝いしました。町内の
９５歳以上の方は５５人で、１００歳以上の方は、５名おられます。
　特別養護老人ホームときわ寮梅の里では、高城保育所の年長児が歌の披露や施設に飾る壁飾りをプレゼントし、お

祝いした後、95歳以
上になられた方々を
皆さんに紹介し、町
長が記念品を手渡
し、入所者やデイ
サービスに来られて
いる皆さんと一緒に
長寿をお祝いしまし
た。

高城保育所の子どもたち

愛之園保育園の子供たち 清川保育所の子どもたち

ときわ寮梅の里で

おじいちゃん・おばあちゃん　お元気ですか？いつもありがとう。

　町内の保育所（園）では９月の敬老の
日に合わせて、おじいちゃん・おばあちゃ
んを保育所に招待したり、施設やお家を
訪問して、歌の披露や手づくり作品をプ
レゼントしたり、一緒に工作づくりなども楽
しみました。
　いつも遊んでくれてありがとう。いつま
でも元気でいてね。

運動会の季節！自分の力を存分に発揮できたかな

南部小学校で

　二学期に入り、各保育所や幼稚園、小・中学校では、運動会が始まりました。
　台風の影響で開催日が変更された学校もありましたが、当日は玉入れやダンスなど多彩な種目で、こどもたちは練習

の成果を披露しま
した。中でも徒競
走やリレー競技で
は、クラスメートや
保護者の方も思
わず力が入り、大
きな声援を送って
いました。

上南部小学校で
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　ぼくはイヌ。さんぽのときはひ
とにウンチをひろってもらうけど、
ほかの生きものはウンチをひろ
ってもらったりしない。でも、ちきゅ
うはウンチだらけじゃない。どうし
てだろう。。。。。こんな疑問に答
えてくれる絵本です。
●イラストで学べる税金のしくみ 
１（大野一夫）●ならべてくらべ
る動物進化図鑑（川崎悟司）
●電気がいちばんわかる本 １
（米村でんじろう）●エルトゥール
ル号の遭難（寮美千子）●夢に
向かって泳ぎきれ（入江陵介 
監修）●よるの美容院（市川朔
久子）●じんべえざめ（新宮晋）
●In the forest（Ets）

ゆめよみ館・子ども向け

　一日の始まりは、自然の神様と

ご先祖様へのお祈り。“日本の秘

境”と言われる宮崎県椎葉村に

住む著者の暮らしを紹介します。

日本で唯一、伝統的焼畑農業を

守り続けてきた家で、自然と向き

合い、季節の巡りに合わせて暮

らす姿は、生きる知恵を教えてく

れます。

●もう一枝あれかし（あさのあつ

こ）●Sの継承（堂場俊一）●オ

ペラ座の怪人（ガストン・ルルー）

●心の底をのぞいたら（なだいな

だ）●富士山の単語帳（田部井

淳子監修）●そして恐竜は鳥に

なった（小林快次監修）●甲子園

の詩 敗れざる君たちへ（阿久悠）

ゆめよみ館・大人向け

　ダウン症の兄、「ノリオ」との半
生を、上方落語家の著者が軽
妙に語っています。生まれたとき
からそこにいるあたりまえの存在
として、兄の「障碍（しょうがい）」
を時に尊敬し時に心配し、愛を
もって受け入れている著者の温
かい目線をひしひしと感じます。
●ホテルローヤル（桜木紫乃）
●魔法びんでゆでるだけおいし
い豆のおかず（牛尾理恵）●雲
のカタログ　空がわかる全種分
類図鑑（村井昭夫）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
10月９日（水）午後３時から

　新米、木の実、果物、キノコなど、実りの秋を迎えました。
野菜の見分け方や栽培、より美味しくいただくための料理
の本などを紹介します。

10月のゆめよみ館テーマ展示

「実りの秋」

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　すんだ空気、色づく木の葉、おいしい食べもの――すご
しやすい季節になりました。音楽をきいて、心はずませたり、
心をしずかにするのにもぴったりなとき。今月は音楽の本を
お楽しみください。

「音楽を楽しもう」2階

ち
き
ゅ
う
が
ウ
ン
チ
だ
ら
け
に
な
ら
な
い
わ
け

　
　
　
　
　

松
岡
た
つ
ひ
で（
福
音
館
書
店
）

ク
ニ
子
お
ば
ば
と
山
の
暮
ら
し

 　
　

  　
　

椎
葉
ク
ニ
子（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）

あ
ほ
や
け
ど
、ノ
リ
オ　

ダ
ウ
ン
症
の
ア
ニ
キ
を
も
っ
て

 　
　
　
　
　
　
　
　

露
の
団
六（
中
央
法
規
）

こんな本、いかが？

通 信

1日（火）休館（月末休館日）
５日（土）わくわくタイム（10:30～）
　　　 おはなし会（14:00～）
７日（月）休館
10日（木）ちいさいひとのための
　　　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）
12日（土）おはなし会（14:00～）
14日（月）休館（体育の日）
15日（火）休館
19日（土）おはなし会（14:00～）
21日（月）休館
24日（木）ちいさいひとのための
　　　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）
26日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　　　おはなし会（14:00～）
28日（月）休館
31日（木）休館（月末休館日）
11月2日（土）わくわくタイム（10:30～）
　　　　　おはなし会（14:00～）
　　　　　ようこそ落語ワールドへ！
　　　　　（14:00～）

ゆめよみ館・10月のカレンダー

●6人のお姫さま（二宮由紀
子）●かっこいいぞひこうき大
集合●今森光彦の昆虫教室
とりかた・みつけかた（今森光
彦）

　大いに笑って、楽しいひとときを過ごしましょう。
　整理券が必要です。ゆめよみ館、上南部分館でお渡ししています。

ようこそ　落語ワールドへ！

　今年は25人の参加があり、
５つの昔話を楽しんでくださ
いました。

おはなしをきく会

〈笑福亭学光　落語＆トーク〉
●日時　１１月２日（土）午後２時から
●場所　南部公民館　２階大会議室

　約50人の参加がありました。
それぞれ工夫をこらし、きれい
な模様の万華鏡を作りました。

つくってあそぼう“万華鏡”
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『
地
籍
調
査
事
業
』
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

『
地
籍
調
査
事
業
』
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の

　
　
　
　
特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　

本
年
度
も
次
の
地
区
で
、地
籍

調
査
事
業
の
境
界
立
会
及
び
測

量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
ま
た
は
関
係
者

の
皆
様
に
は
、事
業
内
容
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、現
地
立
会
い
等
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、10
月
初
旬
よ
り
順
次
、

現
地
立
会
い
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

＊
日
程
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、各
土
地
所
有
者
、関
係
者
の

皆
様
に
委
託
業
者
よ
り
直
接
ご

案
内
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

〔
実
施
地
区
〕

●
西
岩
代
の一部（
小
字 

萩
原・

畑
ケ
谷・池
ノ
谷・八
王
子
）

●
徳
蔵
の一部（
小
字 

西
中
相・

北
中
相・新
崎・外
川
原・下
外
川

原・青
連
川
原・青
連
前・青
連
谷・

政
井
谷・前
谷
）

●
清
川（
軽
井
川
）の一
部（
小
字 

下
後
垣
内・上
後
垣
内・下
畑
尻・

中
畑
尻・上
畑
尻・市
井
硲・大
井・

中
家
前・中
家・新
家・猪
ノ
子
谷

口・
萩
・
芝
ノ
谷
・
有
垣
内
・
泰
中
・

際
目
）

＊
狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中（
平

成
25
年
10
月
〜
平
成
26
年
３

月
）は
、山
間
部
で
の
作
業
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、事
業
者（
給
与
支
払
者
）が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

毎
月
従
業
員（
給
与
所
得
者
）に

支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税（
市

町
村
民
税
＋
県
民
税
）を
徴
収

（
天
引
き
）し
、住
民
税
の
納
税
義

務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者（
従

業
員
）に
代
わ
って
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
地
方
税
法
や
町
税
条
例
の
規

定
に
よ
り
、事
業
者
は
、原
則
と

し
て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、住
民
税
の
特
別
徴
収
を

行
って
い
た
だ
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
給
与
支

払
報
告
書
を
各
市
町
村
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、当
該
給

与
支
払
報
告
書
は
、地
方
税
法
の

規
定
に
お
い
て
、提
出
し
な
か
っ
た

事
業
者
又
は
虚
偽
の
記
載
を
し

た
事
業
者
に
対
す
る
罰
則
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
務

　

毎
年
５
月
に
、特
別
徴
収
義
務

者
あ
て
に「
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、そ
の
税
額
を
毎
月
給
料
か
ら

徴
収
し
、翌
月
の
10
日
ま
で
に
合

計
額
を
、各
従
業
員
の
住
所
地
の

市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※

納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の

事
業
所
は
、申
請
に
よ
り
年
12
回

の
納
期
を
年
２
回
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
税
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
つ
い
て
く
わ
し
く

は
、税
務
課
住
民
税
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ
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保
育
所（
園
）＆
幼
稚
園

　
　
　

来
年
度
入
所（
園
）児
募
集
！

来
年
度
小
学
校
入
学
児
童
の

　
　
　
　
　

就
学
時
健
診
を
実
施

　

町
内
各
保
育
所（
園
）と
幼
稚

園
の
平
成
26
年
度
入
所・入
園
希

望
児
を
、次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　

お
子
さ
ん
の
入
所・入
園
を
希

望
さ
れ
る
お
う
ち
の
方
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
保
育
所（
園
）

入
所（
園
）対
象
児

小
学
校
入
学
前
ま
で
で
、

●
お
う
ち
の
人
全
員
が
、昼
間
外

に
働
き
に
行
って
い
る
。

●
お
う
ち
の
人
が
家
に
い
る
が
、

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
、家
庭
だ
け
で
は

保
育
が
難
し
い
お
子
さ
ん
。

募
集
す
る
保
育
所（
園
）

●
南
部
保
育
所（
東
吉
田
）

　

℡
72
│
４
５
２
０

●
上
南
部
保
育
所（
西
本
庄
）

　

℡
74
│
３
０
２
２

●
高
城
保
育
所（
広
野
）

　

℡
75
│
２
０
４
４

●
清
川
保
育
所（
清
川
）

　

℡
76
│
２
２
５
１

●
ひ
か
り
保
育
所（
東
岩
代
）

　

℡
72
│
３
０
１
９

●
愛
之
園
保
育
園（
埴
田
）

　

℡
72
│
２
３
７
１

申
込
受
付
期
間

　

10
月
７
日（
月
）〜
25
日（
金
）

提
出
書
類

●
入
所（
園
）申
込
書

●
就
労
証
明
書

※

申
込
書
や
募
集
案
内
書
な
ど

は
、左
記
の
申
し
込
み
先
に
あ
り

ま
す
。く
わ
し
く
は
、募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

　

各
保
育
所
又
は
住
民
環
境
課

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課（
芝
）

　

℡
72
│
２
１
６
１

南
部
幼
稚
園

募
集
人
員

●
年
長
児（
平
成
20
年
4
月
2

日
〜
21
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

46
人（
在
園
児
除
く
）

●
年
中
児（
平
成
21
年
4
月
2

日
〜
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

12
人（
在
園
児
除
く
）

●
年
少
児（
平
成
22
年
4
月
2

日
〜
23
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

20
人

※

募
集
人
員
を
越
え
た
と
き

は
、抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

10
月
７
日（
月
）〜
25
日（
金
）

入
園
願
書
提
出
先

●
南
部
幼
稚
園（
片
町
）

　

℡
72
│
２
３
５
８

●
教
育
学
習
課（
谷
口
）

　

℡
74
│
２
１
９
１

※

入
園
願
書
は
、南
部
幼
稚
園
、

教
育
学
習
課
、住
民
環
境
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

参
　
考　

　

入
園
料
３
０
０
０
円
必
要
。就

園
奨
励
費
制
度
有
。降
園
後
の

預
か
り
保
育
有
。〔
預
か
り
保
育

↓
月・火・木・金
曜
日
の
保
育
終

了
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。費

用
は
別
途
必
要
。４
月
と
長
期

休
業
中
は
未
実
施
〕

学
校
法
人
　
白
梅
幼
稚
園

定
　
員

●
年
長
組（
５
歳
児
）20
人
程
度

●
年
中
組（
４
歳
児
）20
人
程
度

●
年
少
組（
３
歳
児
）15
人
程
度

（
来
年
度
途
中
で
３
歳
に
な
る
お

子
さ
ん
も
、随
時
入
園
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
）

申
込
受
付
期
間

　

来
年
１
月
末
ま
で

申
し
込
み
先

　

学
校
法
人 

白
梅
幼
稚
園（
晩

稲
）

　

℡
74
│
３
２
３
１　

参
　
考

　

入
園
料
は
不
要
で
す
。私
立

就
園
奨
励
費
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
休
園
日　

　

日
曜
日
、祝
日
、第
２・第
４
土

曜
日

〔
長
期
〕春・夏・冬
休
み

●
保
育
時
間
な
ど

◇
朝
８
時
ご
ろ
開
門
〜
降
園
は

午
後
３
時（
土
曜
日
は
午
前
11

時
）

◇
降
園
後
の
預
か
り
保
育
有

（
午
後
４
時
ま
で
）

◇
給
食
有（
副
食
の
み
）

◇
土
曜
登
園
日
は
、園
舎・園
庭

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

か
ら
お
知
ら
せ

か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）

74
│
８
０
１
６

FAX

　

平
成
26
年
度
、町
立
小
学
校
へ

の
新
入
学
予
定
児
童
の
就
学
時

健
康
診
断（
内
科・歯
科・知
能
検

査
な
ど
）を
、次
の
通
り
行
い
ま

す
。

対
象
児
童

　

平
成
19
年
４
月
２
日
〜
20
年

４
月
１
日
生
ま
れ

各
校
の
実
施
日
時

●
岩
代
小
学
校

　

10
月
８
日（
火
）

　

受
付　

午
後
１
時
20
分
〜

●
南
部
小
学
校

　

10
月
22
日（
火
）

　

受
付　

午
後
12
時
45
分
〜

●
清
川
小
学
校

　

10
月
23
日（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
15
分
〜

●
上
南
部
小
学
校

●
高
城
小
学
校

　

10
月
30
日（
水
）

　

受
付　

午
後
１
時
〜

＊
新
入
学
予
定
児
童
の
家
庭
へ
は

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課

（
℡
74
│
２
１
９
１
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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10



調べます！
日本の水産業

消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
相
談

　

最
近
、健
康
食
品
や
海
産
物

な
ど
の
電
話
勧
誘
販
売
で
、「
注

文
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
」「
買

う
と
は
言
って
な
い
の
に
」商
品
が

送
ら
れ
て
き
た
。と
い
う
よ
う
な

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、「
代
金
引
換
」の
商
品

が
届
け
ら
れ
、心
当
た
り
が
な
い

の
に
料
金
を
支
払
っ
て
受
け
取
っ

た
後
、家
族
に
確
認
し
て
も
誰
も

注
文
し
て
い
な
か
っ
た
。と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

お
金
を
支
払
っ
た
後
で
は
、相

手
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

り
、連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
、代
金
を
返
却

し
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
く
な

り
ま
す
。

　

商
品
を
購
入
し
た
り
契
約
し

た
り
す
る
と
き
は
、自
分
一
人
で

決
め
な
い
で
、家
族
や
周
り
の
人

に
相
談
し
て
か
ら
決
め
ま
し
ょ

う
。ま
た
、お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、す
ぐ
に
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
又
は
役
場
産
業
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
11
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

は
あ
と
館（
片
町
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、安
心
し

て
、よ
り
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、町
で
は
２
ヶ
月
に
１
回（
偶

数
月
）に
、消
費
生
活
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員（
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、

▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情

▽
生
活
の
知
識

▽
多
重
債
務
問
題

な
ど
、消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、産
業
課
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

行
政
相
談
は
、行
政
の
仕
事
や

手
続
き
、サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、

「
困
っ
て
い
る
」「
こ
う
し
て
ほ
し

い
」な
ど
の
意
見
や
相
談
を
お
受

け
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
、み
な
さ
ん
か

ら
の
相
談
を
お
受
け
し
、関
係
機

関
と
の
連
絡
な
ど
、み
な
さ
ん
と

行
政
と
の
橋
渡
し
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。　

　

町
は
毎
月
、人
権
相
談
、登
記

相
談（
随
時
）と
合
同
で
、行
政

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。相
談

は
、無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

　

毎
月
の
相
談
日
は
、広
報「
暮

ら
し
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。町
内
一
斉
放

送
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
８
日（
火
）　

役
場（
人
権・行

　

政
相
談
）

●
22
日（
火
）　

高
城
公
民
館
と

　

清
川
公
民
館（
行
政
相
談
）

時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
ま
で
で
す
。

◎
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
紀
南
支
所

　

田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23
番
１
号

（
西
牟
婁
総
合
庁
舎
内
）

　

T
E
L 

24
│
０
９
９
９

　

F
A
X 

26
│
７
９
４
３

◎
役
場
産
業
課

　

T
E
L 

72
│
１
３
３
７

　

F
A
X 

72
│
３
８
９
３

10
月
21
日
〜
27
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

〜
困
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
行
政
相
談
〜

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

●
商
品
購
入
を
承
諾
し
て
い

な
け
れ
ば
、代
金
支
払
の
義
務

も
商
品
を
受
け
取
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。

●
電
話
勧
誘
を
受
け
て
も
、

必
要
が
な
け
れ
ば
、き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

●
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
商

品
が
届
い
た
ら
、家
族
に
確
認

し
て
か
ら
受
け
取
り
ま
し
ょ

う
。

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、我
が
国
の
水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、水
産
行
政
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
に
、５
年
ご
と
に
行
う
大
切
な
調
査
で
す
。

10
月
の

行
政・人
権
相
談
の
開
設
日

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

ご
相
談
は

広報みなべ　2013.10
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地
球
温
暖
化
防
止
の
一
助
と
し
て
も

「
公
共
交
通
機
関
」の
ご
利
用
を
！

町
内
の
お
出
か
け
に
は
、み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
を

　

電
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

特
に
車
を
運
転
し
な
い
人
に
と
っ

て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
、大
切

な
交
通
手
段
で
す
。

　

近
年
道
路
交
通
網
の
進
展
に

よ
り
、電
車
の
利
用
、特
に
紀
勢

本
線
の
利
用
者
数
は
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。紀
勢
本
線
は
、私

た
ち
の
生
活
基
盤
で
あ
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、地
域
振
興
や
産
業

振
興
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
路

線
で
す
の
で
、地
域
全
体
で
支
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、紀
勢
本
線
活
性
化

促
進
協
議
会
加
盟
の
市
町
村
で

は
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。町
民
の
皆
様
も
地
域
の
鉄

道
を
守
る
た
め
に
、旅
行
な
ど
で

お
出
か
け
の
際
に
は
電
車
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
車
の
利
点
は…

◇
渋
滞
な
し
で
時

間
に
正
確

◇
安
全
性
が
高
い

◇
地
球
環
境
へ
の
影

響
が
少
な
い　

　

最
近
は
、町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

（
み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
）を
利
用
さ
れ

る
方
も
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

お
買
い
物
や
通
院
、町
内
の
温
泉

（
鶴
の
湯
温
泉・国
民
宿
舎
紀
州

路
み
な
べ・老
人
憩
い
の
家
二
子
の

里
）、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
へ
の
お
出

か
け
な
ど
、町
内
の
お
出
か
け
に

は
、是
非
み
な
べ
コ
ミ
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　

ご
利
用
の
際
は
、み
な
べ
コ
ミ
バ

ス（
℡
72
│
３
６
７
５
）へ
電
話
を

し
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）推
進
月
間

10
月
は

●
Ｒｅ
ｄｕｃｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

ご
み
の
発
生
を
お
さ
え
る
。

●
Ｒｅｕｓｅ（
リ
ユ
ー
ス
）

　

製
品・部
品
の
再
使
用
を
す
る
。

●
Ｒｅｃｙ
ｃ
ｌｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

再
資
源
化
し
て
利
用
す
る
。 

　

資
源
の
消
費
を
減
ら
す
こ
と

か
ら
始
め
て
、次
に
使
え
る
も
の

は
何
回
も
繰
り
返
し
使
う
、そ
し

て
使
え
な
く
な
っ
た
ら
原
材
料
と

し
て
再
生
利
用
す
る
し
く
み（
循

環
型
）を
つ
く
り
、ご
み
の
出
な
い

社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
は
分
別
す
る
こ
と
！

　

分
別
し
て
出
し
た
ご
み
は
多

く
の
物
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
再

利
用
さ
れ
た
り
、再
資
源
化
さ
れ

て
い
ま
す
。例
え
ば
ビ
ー
ル
の
ビ
ン

は
、ほ
ぼ
１
０
０
％
再
使
用
さ
れ

て
い
て
、日
本
の
社
会
の
中
で
そ
の

シ
ス
テ
ム
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、古
紙
、ガ
ラ
ス
ビ
ン・ス

チ
ー
ル
缶・ア
ル
ミ
缶・ペッ
ト
ボ
ト

ル
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル・自
動
車・自

転
車・家
電
製
品・プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
多
く
の
物
が
、ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、定
規
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、断
熱
材
、ビ
ン
、鉄
骨

な
ど
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
Ｒ
と
は

家
庭
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

き
ち
ん
と
分
別
し
て

　
　
　
　

出
し
ま
し
ょ
う

商
品
購
入
時
に
は

●
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
す
る
。

●
古
紙
利
用
製
品
な
ど
再
生
品

の
購
入
を
心
が
け
る
。

●
長
く
愛
用
で
き
る
も
の
を
買

う
。

●
必
要
な
物
を
、必
要
な
個
数
だ

け
買
う
。

●
簡
易
包
装
や
詰
替
製
品
又
は

詰
替
製
品
の
あ
る
も
の
を
買
う
。

●
年
に
１・２
度
し
か
使
用
し
な

い
も
の
は
、レ
ン
タ
ル
利
用
も
検
討

す
る
。　　
　
　
　

　

平
成
26
年
３
月
末
で
、町
ご
み

焼
却
場
で
の
燃
え
る
ご
み
の
焼
却

処
理
を
停
止
し
、４
月
か
ら
は
、

す
さ
み
町
の
ご
み
焼
却
場
ま
で

搬
入
し
、焼
却
処
理
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

燃
え
る
ご
み
が
増
え
れ
ば
、搬

入
費
用
や
焼
却
処
理
に
か
か
る

費
用
の
負
担
も
増
え
ま
す
。ま
た

き
ち
ん
と
し
た
分
別
が
出
来
て
い

な
い
と
、ご
み
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
相
手
先
の
方
に
大
変
な
ご

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

ご
み
の
分
別
種
類
な
ど
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、以
前
に
お

配
り
し
て
い
ま
す「
平
成
23
年
度

み
な
べ
町
ゴ
ミ
辞
典
」を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、住
民
環
境
課（
℡
72

│
２
１
６
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
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本
線
ご
利
用
の
お
願
い

        
「
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
せ
ん
か
」



和歌山県農業大学校

学 生 募 集
全国一斉

「子どもの人権110番」
強化週間を実施します！
☎０１２０－００７－１１０
（全国共通・無料）
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高年齢者の雇用・就業を支援します

「フォークリフト運転講習」
　フォークリフト運転に関する基礎的な知識及び技術
を習得します。受講対象者は、５５歳以上で雇用・就業
を希望する和歌山県在住の方（事前にハローワークの
求職登録が必要です。）

●講習期間　１１月２５日（月）～１２月４日（水）
　　　　　　うち８日間
●定　　員　２０名（定員超過の場合は選考）
●受 講 料　無　料
●会　　場　南部公民館（芝５０３）
　　　　　　＊実技はみなべ自動車学校
●申込受付　１０月２２日（火）～

＊お申込み・お問い合せは、公益社団法人みなべ町シ
ルバー人材センター（はあと館内）℡７２－１３８９まで

●期間　９月30日（月）～10月４日（金）までの５日間
●時間　午前８時30分～午後７時まで
●内容　いじめや家庭内における虐待など、子どもを
　　　　めぐる各種の人権相談
＊相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員又は人権
擁護委員が相談に応じますので、ひとりで悩まず気軽に相談
してください。
くわしくは、
和歌山地方法務局人権擁護課内　
和歌山県人権擁護委員連合会（℡０７３－４２２－５１６４）まで

「無料調停相談会」
のお知らせ

　田辺調停懇話会では、調停委員による民事・家事調停の相
談会を開催します。
　金銭の貸し借り、土地建物の利用関係、交通事故の損害賠
償などに関する民事関係の紛争や、離婚、遺産分割などに関
する家事関係の紛争についての調停制度の利用に関する相
談をお受けしますので、お気軽にお越しください。相談は無
料で秘密は厳守されます。

●日時　１１月９日（土）　１０：００～１５：００
●場所　田辺市民総合センター２階
　　　　（田辺市高尾一丁目23番１号）
●主催　日本調停協会連合会　和歌山調停協会
●後援　最高裁判所

＊お問い合わせは
田辺調停懇話会会長（三谷）℡２６－０３２２まで

くわしくは、下記の総務学生課までお問い合わせください。

和歌山県農業大学校
〒649－7112　伊都郡かつらぎ町中飯降422

TEL 0736－22－2203　FAX 0736－22－7402

和歌山県農業大学校（専修学校）が、来年度の学生を
次の通り募集します。　■募集人員　40名

平成
26年

推薦入試

受験資格 願書受付 試験日

一般入試

追加入試 一般入試で定員に満たない場合、追加入試を実施します。

原則として県内に住所を
有し、平成26年３月に高
等学校等を卒業見込み
の方

10月18日(金)

11月１日(金)

11月８日(金)

午前10時から

原則として県内に住所を
有し、高等学校卒業また
は平成26年３月に卒業
見込みの方

12月２日(月)

12月16日(月)

12月20日(金)

午前10時から

〜

〜



李　宏広：中国蘇州出身の歌手。日本の童謡や叙情歌を自ら中国語に翻訳し
て歌い、音楽活動を続ける。今回は、地元のプラムコーラスとのコラボも予定。

今年もお誘い合わせて
見に来てください！

第8回 
みなべ町スポーツ大会

大展覧会 10月26日（土）～27日（日）
生涯学習センター＆南部公民館で
11月３日（日） 13時から
ふれ愛センターで

11月３日（日） 午前11時から

り       こうこう

芸能まつりプレイベント 李 宏広コンサート

11月３日（日）～４日（月）
高城公民館で

芸能まつり

11月17日（日）～　町内各会場で

11月３日（日）～４日（月）
清川公民館で

清川文化展

お問い合わせは中央公民館（℡74－3134）へ

　種目や参加申し込み方法などは、この広報紙と
一緒にお届けした要項をご覧ください。
　くわしくは、教育学習課（℡74－3134）へ
お問い合わせください。

芸術の秋・皆さんの練習の成果や力作を

10月は、目の愛護月間

「目の愛護デー」です10月
 10日は骨髄バンク推進月間

10月は

希望する全ての患者さんに骨髄移植・抹消血管細胞移植のチャンスを！
　骨髄移植等は白血病や重症再生不良性貧血等の難治性血液疾患に
対する有効な治療法です。移植は骨髄や抹消血幹細胞の提供を希望し
ていただける方（ドナー）の善意により成り立っています。
　適合するドナーの方を待ち望む患者さんにとって、あなたの登録が
生命をつなぐチャンスになるかもしれません。
　各地域で「献血併行型骨髄バンクドナー登録会」を開催しています
ので、献血と骨髄バンクのドナー登録にご協力ください。
　登録できる方は、18歳から54歳までの健康な方で、献血時にド
ナー登録に必要な血液２mlを同時に採取させていただきます。ドナー
登録のみご希望の方は、田辺保健所で毎月第２・第４水曜日、午前９時
30分から10時30分（要予約）まで受け付けています。

ちょっと片方の目
で

見てみよう！

　右目と左目、

同じですか？

●運動の重点目標
(1) 視覚障害の予防及び視力の保持
(2) 感染性眼疾患の予防・早期治療
(3) 生活習慣病による
　   眼疾患の早期発見、早期治療
(4) 角膜移植に関する正しい知識の普及

くわしくは
田辺保健所衛生環境課（℡26－７９３４）までお問い合わせください。

～高野山町石道を訪ねて～

「町民ハイキング」
のお知らせ

・
・
・

・
・
・
・
・

日 時
集合場所
行 き 先

定 員
参 加 費
持 ち 物
申 込 み
申 込 先

１１月１７日（日）午前７時３０分出発
ふれ愛センター前
慈尊院（九度山町）～丹生都比売神社
（かつらぎ町）　※雨天決行
４０名（先着順）
１人　３，５００円（当日徴収します）
お弁当、飲み物ほか（歩きやすい服装で）
１０月１５日（火）まで
中央公民館（74-3134）まで　

文化展
菊花展

高城
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～はじめよう　乳がん健診。のりこえよう、乳がん。
 いっしょに、笑顔で、今から、ここから。～

　ピンクリボン運動は乳がん早期発見の大切さを広めるためのイベ
ントです。女性の16人に1人が乳がんになるといわれる現代社会。
乳がんで亡くなる人は増加傾向にあります。しかし乳がんは早期発
見で約90％以上が治るといわれており、乳がん検診や自己検診が
大切です。

午前９時～午後２時　

熊野リ・ボーン　ウォーキング

（事前申込み必要：参加費１０００円）

コース：熊野古道　発心門王子～熊野本宮大社まで

午後４時～午後６時　

ピンクリボン特別講演会（熊野本宮館多目的ホール）

午後６時～午後９時　

熊野本宮大社　大鳥居　ピンクライトアップ

イベント詳細についてはホームページ「ピンクリボン南紀」をご覧い
ただくか、ふれ愛センター保健師（℡７４－３３３７）にお問い合わせく
ださい

申し込みを希望される方は１１月７日（木）までに、
田辺保健所保健福祉課（℡２６－７９５２）までご連絡下さい。

　田辺保健所では、心の病気を持つ方のご家族を対象に、病気についてわ
かりやすく学び、日常生活における適切な対応を考えていただこうと、家族
教室を実施しています。また、同じ立場であるご家族の方の交流の機会にな
ればと考えています。

　田辺保健所では、心の病気を持つ方のご家族を対象に、病気についてわ

「家族教室」のご案内
～ 心の病気を持つ方のご家族へ ～

「熊野本宮大社ピンクライトアップイベント」10月13日開催

〈イベント内容〉

日　　時
11月14日（木）
13：30～15：30
受付13：00～

西牟婁振興局
４階　大会議室
田辺市朝日ヶ丘23－1

講演・座談会　「精神疾患について語ろう」
紀南こころの医療センター　
精神科医　橋本忠浩氏

12月６日（金）
13：30～15：30
受付13：00～

野の花亭
田辺市たきない町
2974－136

講演　「地域の社会資源を活用しよう」
田辺市障害児・者相談支援センターゆめふる
相談支援専門員　龍田俊夫氏
講演　「家族会の活動について」
八起き会（紀南地区精神障害者家族会）
会長　早稲田早苗氏

場　　　所 内　　　　　容

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

広報みなべ　2013.10

15



　最近、「物忘れやうっかりミスが多くなった」「新しいことを
覚えにくい」など、気になることはありませんか。「認知症につ
いてどこに相談したらよいかわからない」といったお悩みにお
応えできるよう『物忘れ相談』を下記のとおり行います。
　物忘れなど気になる症状があり、「認知症ではないか」と
悩んでいる方は、お気軽にご相談ください（費用は無料）。ご
家族の方だけでも結構です。

このプログラムは、子どもの問題行動を減らし、望ましい行動
を増やすための効果的な育児方法を大人がしっかり身につ
けるための講座です。ぜひご参加ください

　お越しの際は、相談されたい方の最近の様子や出来事な
どを書いてきていただくと参考になります。
　相談をスムーズに行うため、事前に予約申し込みをしてく
ださい。

●対 象 者  おおむね６５歳以上のみなべ町民
●日　　時　10月28日（月）　13：30～16：00
●場　　所　ふれ愛センター（東本庄100番地）
●内　　容　個別面談（1人30分程度）
●面談医師　みなべメンタルクリニック角前院長

【申し込み・お問い合せ先】
町地域包括支援センター（℡７４－８０６５）まで

●

●
●
●

●

日 　 時

集合場所
内 　 容
対 象 者

持 ち 物

10月８日（火）
午前９時30分～11時30分
ふれ愛センター（東本庄100番地）
健康運動指導士による運動講座とウォーキング
みなべ町民で、ウォーキングをしても差
し支えのない方
飲み物、帽子、雨具、タオルなど

10月7日（月曜日）までに電話で
ふれ愛センターまでお申込みください（℡７４－３３３７）。

日　時 ：11月7日・14日・28日の木曜日・
　　　  12月4日水曜日・12日・19日の木曜日、全６回
時　間 ： 午前９時45分～11時45分　
場　所 ： ふれ愛センター又は生涯学習センター
対　象 ： ２歳～低学年の保護者
定　員 ： ２０名
参加費 ： ５００円（全回分）
申込み締切 ： 10月24日（木）

＊一時保育〔予約制（先着順）〕あり。保育費として、子ども１
人４００円（全回分）が必要です。
　お問い合わせ・申込みは、そらまめ親プログラム連絡会
（℡２６－１６０９又は２６－１６４９）まで
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日　時 ： 10月21日（月）13：30～15：00
場　所 ： ふれ愛センター
対　象 ： 妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
申込先 ： こひつじランド（愛之園保育園内）
持ち物 ： タオル2枚、バスタオル2枚、お茶・ミルクなど 
＊和歌山県母と子の健康づくり運動協議会田辺支部主催
＊今回は赤い羽根共同募金会の助成を受けています。

ベビーマッサージ

楽しいストレッチ教室

「物忘れ相談」
専門医が個別に相談をお受けします

のご案内「物忘れ相談」のご案内「物忘れ相談」のご案内
「１万人健康リレーウォーク」

参加者募集！
「１万人健康リレーウォーク」

参加者募集！
「１万人健康リレーウォーク」

参加者募集！

主催　みなべ町、田辺地域・職域連携推進協議会

ウォーキングコース

ふれ愛センター 須賀神社

うめ振興館

～楽しく歩いて、健康に～

（約4キロ）
（※小雨決行）

　雨がひどい場合は、ふれ愛センター内プ
ララホールで体を動かします。（上靴をご持
参ください。）　

■開催日　10月1日～11月26日までの毎週火曜日
■時　間　19：00～21：00
■場　所　ふれ愛センター
■持ってくる物
タオル、運動靴（上履き）、飲み物
＊運動しやすい服装でお越し下さい。
申し込みは不要で、どなたでも参加できます。

参加
無料

育児スキルを学ぼう

コモンセンス・ペアレンティングプログラムコモンセンス・ペアレンティングプログラムコモンセンス・ペアレンティングプログラム 幼
児
版



　古くて新しい病気、結核は、咳やくしゃみによって結核菌が
人から人に空気感染する病気です。もし、あなたが、罹患し
ているのに知らないままでいると、周りの人たちにも伝染して
しまう恐れがあります。早期発見が大変重要です。また、新た
な患者の半数近くは、若いころ結核流行時を経験した65歳
以上の高齢者です。この機会にぜひ受診してください。
　胸部検診は、40歳以上から受診できます。レントゲンバスの
巡回場所や時間などは、この広報紙と一緒にお届けしたチ
ラシをご覧ください。なお、すでに医療機関やミニドックで胸部
レントゲンを受診した方は、今回の受診は必要ありません。

レントゲンバス巡回（受診無料）
胸部（結核・肺がん）検診
レントゲンバス巡回（受診無料）
胸部（結核・肺がん）検診

◆巡回日　10月22日（火）・23日（水）
◆対　象　40歳以上の方

◆日時　10月21日（月）　14 ： 00～
◆場所　ふれ愛センター プララホール
◆演目　「自殺をとりまく現状と対策」
◆講師　橋本忠浩先生（紀南こころの医療センター）

こころの健康づくり講座

～大切な生命を守るために
あなたの力を貸してください～
～大切な生命を守るために
あなたの力を貸してください～
～大切な生命を守るために
あなたの力を貸してください～

トレーニング教室
～はあと館（社会福祉センター）～

センター
だより
センター
だより

（保健福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

　10月から医療機関（西牟婁郡、田辺市、日高郡内）で
受診できます（自己負担が必要です）。対象は子宮頸
がん健診は20歳以上、乳がん検診は40歳以上で、今
年度偶数歳の方です。今年度初めに受診を申し込ん
だ方、またはミニドックでの検診を申し込んだが受診しな
かった方に問診票を送りますので、受診してください。

医療機関での子宮・乳がん検診は
10月１日から26年3月31日まで
医療機関での子宮・乳がん検診は
10月１日から26年3月31日まで

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

予防接種 （ 場所 ふれ愛センター ）

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送っています。

4・10か月児健診
（平成25年6月、24年12月生まれ） 10月4日（金）

10月30日（水）

13：00～13：30

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間

予防接種名

対象　平成24年7月～9月生まれのお子さん
麻しん風しん混合（1期）

実　施　日 受 付 時 間
10月3日（木）13：00～13：20

13：00～13：302歳６か月児健診
（平成23年3、4、5月生まれ）

10月4日（金）・11日（金）・18日（金）・25日（金）

※申し込みは不要です。

参加費は無料。成人ならどなたでも参加OKです。

18：00～20：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽しい体操です。）
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（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）
10月のおひさま広場（保育所開放）

上南部保育所（℡74-3022） 22日（火） 10：00～11：00
外で自由遊び

上南部保育所（℡74-3022） 　8日（火） 10：00～11：00
高城保育所（℡75-2044） 25日（金） 10：00～11：00
清川保育所（℡76-2251） 25日（金） 10：00～11：00

お祭りごっこ（おみこし・獅子舞など）

南部保育所（℡72-4520） 11日（金） 10：00～11：00

愛之園保育園（℡72-2371） 16日（水） 10：00～11：00

ミニミニ運動会・プチ運動会

（雨天中止）※申込必要

10月25日（金）(南部ライオンズクラブ・町 共催)
　　9：00～11：00 晩稲会場前
　12：00～14：00 井口食品㈱様前
　14：30～16：30 ふれ愛センター

田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人である
ことを証明できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします



木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日

17 18 19 20
■南部保・清川保、クッキング
■高城保、県人権啓発センターに
よる絵本の読み聞かせ
■南部小、通学合宿（～19日）
■南部幼小連携、ミニ運動会

■愛之園保、避難訓練
■高城保、園外保育（天宝神社）
■南部幼年長児、電車体験
■高城小、ＰＴＡ親睦
　ソフトバレー大会

■上南部保、運動会
■白梅幼、園開放日

統計の日 食育の日 鹿島神社秋祭り

31
■清川小4年生、社会見学
■岩代小、通学合宿（～２日）
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・こひつじランド）
■南部長寿大学、県外研修（京都）
各納期　町県民税（普通徴収3期）
/国民健康保険税・介護保険料・後
期高齢者医療保険料（各普通徴収
4期）

13目の愛護デー 安全・安心な
まちづくりの日

石油機器点検の日 東西岩代八幡神社秋祭り
清川地区防災訓練
国際防災の日

10 11 12
■南部幼、秋の遠足
■高城小・中、青少年劇場小公演
■県こうのとり相談（田辺保健所）
　（15：30～17：30）

■南部中、講演会
■南部保、おひさま広場
　（保育所開放）・ミニミニ運動会
　（10：00～）
■消費生活相談会
　（13：00～・はあと館）

■愛之園保、ファミリー運動会
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■第24回梅の里社会人野球大会
　（清川球場）

10月は
◆自動車点検整備推進運動強化月間
◆体力つくり強調月間
◆臓器移植普及推進月間
◆骨髄バンク推進月間
◆健康強調月間
◆木づかい推進月間
◆里親を求める運動
◆全国漁船安全操業推進月間
◆３Ｒ推進月間

◆情報化月間
◆土地月間
◆都市緑化月間
◆住生活月間
◆全国・自然歩道を歩こう月間
◆「法の日」週間（1～7日）
◆公証週間（1～7日）
◆全国労働衛生週間（1～7日）
◆古紙リサイクル週間（6～12日）
◆全国地域安全運動（11～20日）

◆薬と健康の週間（17～23日）
◆行政相談週間（21～27日）
◆精神保健福祉普及運動（21～27日）
◆麻薬・覚せい剤乱用防止運動
　（～11月30日）
◆間伐推進強化期間（～11月30日）
◆統計調査票提出促進運動
　（～12月28日）
◆共同募金運動（～３月31日）

3 5
■愛之園保、お掃除大作戦eco孫爺
■南部保、人権プログラム
　「みんなたいせつ」
■愛之園保・南部保・上南部保・
　南部幼、南部高校生ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
■麻しん風しん混合（1期）
　（13：00～・ふれ愛センター）

■高城保、クッキング
■南部幼、人権プログラム
　「みんなたいせつ」
■上南部中2年生、校外学習
■4・10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

■愛之園保、秋の園庭清掃
　（保護者会）
■白梅幼、園開放日

■白梅幼、運動会
■高城小・中、清川保・小・中、
　合同運動会
■南部中、体育祭
■第24回梅の里社会人野球大会
　（清川球場）

64 都市景観の日 国際協力の日

24
■上南部保、親子遠足
■南部幼、昼食会
■南部小4・5・6年生、社会見学
■清川中、交流学習
■県による巡回職業相談
　（13：00～・南部公民館）

25
■南部保・上南部保、避難訓練
■南部小1・2・3年生、清川小5・6年
生、社会見学
■岩代小、社会見学
■高城保・清川保、お祭りごっこ・おひ
さま広場（保育所開放・10：00～）
■献血（9：00～11：00晩稲会場前
/12：00～14：00井口食品㈱様前
/14：30～16：30ふれ愛センター）

■愛之園保、おじいちゃん・おばあ
ちゃんとのお餅つき大会
■文化協会大展覧会（～27日・生
涯学習センター＆南部公民館）

26 27原子力の日 高城・清川天宝神社
秋祭り
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月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日

14 15 16
■南部幼、芋ほり
■岩代小、開校記念日

■愛之園保すみれ組、虹訪問
■ひかり保、遠足
■南部幼、かき音ちゃんダンス
キャラバン隊来園
■白梅幼、避難訓練
■上南部中、高齢者施設慰問
■清川中、出張！減災教室
■愛之園保、おひさま広場（保育所
開放）・プチ運動会（10：00～）
■南部郷陸上競技大会（町内小学
5・6年生・予備日17日）

体育の日
鉄道の日

■清川小、不審者対応避難訓練
■清川中、遠足
■上南部小・高城小、来年度新入学予定
児童就学時健診
■2歳6か月児健診（13：00～・ふれ愛
センター）

28 29 30
■ひかり保、避難訓練
■南部幼、祖父母参観
　「マジックショー」
■清川小3年生、社会見学
■清川中、交流学習
■こひつじランド育児講座
　秋のピクニック（新庄公園）

■物忘れ相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

■町内各保育所（園）・南部幼稚園、来
年度入所（園）希望児募集（～25日）

製品安全点検日 須賀神社秋祭り7 8 9
■南部保、絵本の読み聞かせ■上南部保、おひさま広場（保育所

開放）・お祭りごっこ（10：00～）
■岩代小、来年度新入学予定児童
　就学時健診
■人権・行政相談
　（13：30～・役場）
■南部長寿大学
　（14：00～・南部公民館）
■１万人健康リレーウォーク
　（9：30～・ふれ愛センター）

毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

　 1 2

■南部幼、避難訓練

■岩代小3年生、社会見学
■上南部中1年生、キッズサポート

　

法の日
福祉用具の日
浄化槽の日
土地の日

21 22 23
■愛之園保、根来先生とわらべうたで遊ぼう　
■上南部保、おひさま広場（保育所開放）・外で
自由遊び（10：00～　）■清川小1～4年生、マ
グネットづくり　■清川中、職場体験学習（～
23日）　■上南部中2年生、上保訪問（～23
日）　■南部小、来年度新入学予定児童就学時
健診　■胸部検診レントゲンバス巡回（～23
日）　■行政相談、（13：30～・高城公民館、清
川公民館）　■県こうのとり相談（田辺保健所）
（14：30～16：30）

■高城保、避難訓練
■上南部小６年生、修学旅行
　（～25日）、1～5年生、社会見学
■岩代小5年生、喫煙防止教室
■南部中1・2年生、遠足
■清川小、来年度新入学予定児童
就学時健診

■上南部保、クッキング
■自殺予防講演会
　（14：00～・ふれ愛センター）
■ベビーマッサージ
　（13：30～・こひつじランド）

相 談
困ったら、身近な民生児童

委員さんにご相談を！

無　　料
秘密厳守

■10月の人権・行政・登記相談
●８日（火）13：30～15：30
◇役場で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
●22日（火）13：30～15：30
◇高城公民館・清川公民館で
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）

■暮らしなんでも相談（町社協）
●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇片町　はあと館で

■10月の県による巡回職業相談
●24日（木）13：00～15：00　
南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

■10月の田辺年金事務所年金相談
●12日（土）（9：30～16：00）年
金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

ねんきんダイヤル
0570-05-1165
（IP電話・PHSからは
「℡03-6700-1165へ）

月～金曜日　
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日午前9：30～午後4：00

■教育相談
●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

■10月の消費生活相談会
●11日（金）13：00～16：00
◇片町　はあと館で
◆消費生活相談
　（県消費生活センター相談員）

■育児なんでも相談（保健師）
●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
し い こ と は、保 健 福 祉 課（℡
72-2544）へ。
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